
健康科学イノベーションセンターは、２０１３年７月２６日に、グランフロント大阪

（うめきた先行開発区域プロジェクト）「ナレッジキャピタル」内に健康科学の研究

拠点として開設された大阪市立大学の新しいセンターです。

単に大学・研究機関からの健康科学に関する研究成果を披露・発信する場として運用

するのではなく、「みんなで“拓く”健康科学イノベーションの“ベースキャンプ”」

をスローガンに、産・学・官・医・消費者が一緒に連携できる健康科学推進拠点を創る

ことを目標にしています。抗疲労研究を核とした健康科学領域の新たな製品・サービス

の創出、研究の最先端情報の市民への発信に加えて、高度専門人材の育成を進めます。
渡辺恭良センター所長

会議スペース

在室スペース

10:00～18:00
平日オープン

体験等スペース

展示･発信スペース

様々な企業との共同研究において、

臨床試験を多数実施しています！

共同研究事例紹介

健康科学イノベーションセンターが
環境音源の試聴による疲労軽減効
果を確認

5

4 3 2 1

ｾﾝﾀｰ



試験開始前 ： 健康科学イノベーションセンター倫理委員会審議

被験者募集 ： 約１ヶ月間

試験説明会 ： 被験者スクリーニング

試験期間 ： 概ね３ヶ月以上

試験項目 ： 疲労・認知機能等検査、血液検査、睡眠・活動量計測等

試験終了後 ： 疲労・認知機能等検査等の解析、発表、論文投稿

健康科学イノベーションセンターは、「疲労研究」を核とした健康科学領域の研究開発・イノベーション

ネットワークに関するハブ機能を有し、産・学・官・医・消費者がみんなで”拓く“ イノベーション

ベースキャンプ！をコンセプトに活動しています。健康長寿社会の実現や健康

寿命延伸産業の基盤となる研究開発にトライしたいという企業の皆様と共に、

衣・食・住などの幅広い産業分野の製品やサービスについて、抗疲労臨床試験

を多数実施しています。

主要評価項目：自律神経機能検査（VM302）

質問票（CHSI質問票、Chalder疲労質問票、CES-D、VAS）

血液検査（血液学的検査、一般生化学検査、ｄ-ROMs、BAP※）

認知機能検査（認知課題の反応時間・正答率）

副次評価項目：睡眠検査（アクチグラフ等）、活動量 ※ 山口大学 野島教授研計測

抗疲労製品 コントロールWO

コントロール 抗疲労製品WO

検査 検査 検査 検査

４週間 ４週間４週間

ｸﾞﾙｰﾌﾟA
（20名）

ｸﾞﾙｰﾌﾟB
（20名）

＜試験スケジュールの一例＞

パソコンによる認知課題

実施風景


